
若手農業者

市議会

市内で専業農家として暮らしている
30から40歳代の若手農業者の方に
お集まりいただき、お話しを伺いま
した。

議
会
や
行
政
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
柔
軟
性
を
期
待
し
ま
す
。

〈
市
内
に
若
手
の
方
は
何
人
く
ら
い
い
ま
す
か
？
〉

約
40
人
の
若
手
農
業
者
が
い
ま
す
ね
。

〈
ブ
ラ
ン
ド
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
は
？
〉

ブ
ラ
ン
ド
は
作
る
も
の
で
は
な
く
て
、
生
ま
れ
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
う
も
ろ
こ
し
も
今
だ
か

ら
こ
そ
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
け
ど
、
街
道
売
り

か
ら
自
然
に
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
根
付
い
た
も
の

だ
か
ら
ね
。
ひ
と
つ
の
野
菜
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
よ

り
も
、
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
自
体
が
ブ
ラ
ン
ド
に
な
れ
ば

一
番
い
い
の
か
な
。
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
に
置
い
て
あ
る

も
の
は
、全
て
良
い
品
で
あ
る
と
な
る
よ
う
に
、出
荷

し
て
い
る
農
家
が
頑
張
れ
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

〈
地
方
農
家
の
嫁
問
題
っ
て

あ
き
る
野
市
に
も
あ
り
ま
す
か
？
〉

半
数
以
上
は
結
婚
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
結
婚
し
て

も
親
と
一
緒
に
住
ま
な
い
人
も
い
ま
す
し
、
普
通
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
と
変
わ
ら
な
い
か
な
。
農
家
に

嫁
が
来
な
い
の
で
は
な
く
て
、
お
前
に
嫁
が
来
な
い

ん
だ
と
言
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
た
ね（
笑
）。だ
か

ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
か
ら
と
か
農
家
だ
か
ら
と
か

関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。

〈
農
業
の
世
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
？
〉

僕
は
、
半
強
制
的
に
（
笑
）。
今
は
、
30
歳
前
後
ま
で

は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
や
っ
て
、
そ
れ
か
ら
農
家
に

な
る
人
が
多
い
か
な
。
親
の
後
を
引
き
継
ぐ
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
ね
。

ギカイの時間 02

〈
後
継
者
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？
〉

子
ど
も
が
や
り
た
く
な
る
よ
う
な
農
業
を
や
っ
て
い

き
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
や
り
た
い

と
言
っ
た
時
に
、
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
は
し
て
お

き
た
い
で
す
ね
。
先
祖
代
々
の
農
地
を
残
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
が
、
相
続
の
関
係
で
次
世

代
に
土
地
が
残
っ
て
い
る
の
か
心
配
で
す
。

〈
新
し
く
な
っ
た
議
会
だ
よ
り
は
ど
う
で
す
か
？
〉

と
て
も
見
や
す
い
で
す
よ
。
一
般
質
問
の
答
弁
者
の

役
職
名
が
な
く
な
っ
た
け
ど
？

〈
議
会
や
行
政
に
期
待
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
〉

議
会
や
行
政
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
柔
軟
性
を
期
待

し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
今
後
、
住
宅
が
増
え
る
と
畑
の

ほ
こ
り
や
堆
肥
の
匂
い
な
ど
の
問
題
で
、
農
業
が
や

り
に
く
い
環
境
と
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
当
事

者
同
士
の
問
題
も
あ
る
け
ど
、
農
業
者
が
生
き
残
れ

る
よ
う
に
行
政
と
し
て
も
対
策
を
講
じ
て
欲
し
い
で

す
ね
。

他
に
も
色
々
な
お
話
し
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
目
線
を
意
識
し
、
議
員
が
何
を
聞
い
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
答
え
た
か
が
理
解
で
き
れ
ば

よ
い
と
考
え
、
読
み
や
す
さ
を
重
視
し
て
カ
ッ

ト
し
ま
し
た
。

03 ギカイの時間



今号では
この中から
3つを

今
回
の
議
案
は

あ
き
る
野
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

会
期
日
間

月

日
〜

月

日

29

２

27

３

27

月
定
例
会

３

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

計

件
47

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
、
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
西
学
童
ク
ラ
ブ
が
２
つ
に

な
り
ま
す
。

待
機
児
童
の
緩
和
等
を
目
的
に
、
多
西
学
童
ク
ラ
ブ
を
第
１
学
童
と

第
２
学
童
に
分
け
て
運
用
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
70
名
以
上

の
入
会
希
望
者
に
対
応
で
き
る
よ
う
１
０
０
名
の
定
員
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
定
員
増
に
合
わ
せ
て
指
導
員

は
何
名
増
え
ま
す
か
？

２
名
の
増
員
と
な
り
ま
す
。

催
し
物
な
ど
は
第
１
と
第
２
別
々
の
活

動
に
な
る
の
で
す
か
？

行
事
な
ど
の
催
し
物
は
一
緒
に
行
い
ま

す
。

根
本
的
に
施
設
を
増
築
し
た
り
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
？

公
共
施
設
の
有
効
活
用
で
、
他
の
施
設

が
使
用
で
き
れ
ば
使
用
し
て
い
き
た
い
。

〈
議
案
第

号
〉
あ
き
る
野
市
学
童
ク
ラ
ブ
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

16
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諮
問…

…
…
…
…

件

市
長
提
出
議
案…

１39４３
件

陳
情…

…
…
…
…

件

議
員
提
出
議
案…

件

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た
。

市
営
住
宅
建
設
予
定
地
の
土
地
を

約
14
億
円
で
取
得
予
定
。

草
花
地
区
市
営
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
、
建
設
予
定
地
の
土
地
を
取

得
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
土
地
の
持
ち
主
は
、
あ
き
る
野
市
土

地
開
発
公
社
と
民
有
地
地
権
者
の
個
人
２
名
で
、
取
得
の
合
計
予
定

価
格
は
、
13
億
９
５
３
６
万
１
５
０
６
円
と
な
り
ま
す
。

〈
議
案
第

号
〉

21民
有
地
の
鑑
定
価
格
は
い
く
ら
で
す
か
？

１
㎡
当
た
り
、
道
路
に
接
し
て
い
る
部

分
で
10
万
円
ほ
ど
、
接
し
て
い
な
い
部

分
で
６
万
円
弱
で
す
。

民
有
地
と
土
地
開
発
公
社
の
、
そ
れ
ぞ

れ
の
値
段
は
？

民
有
地
が
７
５
９
７
万
４
０
０
０
円
、

土
地
開
発
公
社
が
13
億
１
９
３
８
万
７

５
０
６
円
で
す
。

価
格
を
下
げ
る
交
渉
は
行
い
ま
し
た
か
？

こ
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
後
、
値
段
交

渉
を
行
い
ま
す
。

萩
野
セ
ン
タ
ー
と
開
戸
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
業
者
が
決
定
。

民
間
業
者
に
管
理
運
営
を
任
せ
る
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
高
齢

者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
萩
野
セ
ン
タ
ー
と
開
戸
セ
ン
タ
ー
を

運
営
す
る
業
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。指
定
管
理
者
の
名
称
は
、「
医
療

法
人
財
団
暁
」
で
、
５
年
間
の
運
営
と
な
り
ま
す
。

あ
か
つ
き

〈
議
案
第

号
〉

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

あ
き
る
野
市
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
萩
野
セ
ン
タ
ー
及
び
開
戸

セ
ン
タ
ー
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

24先
に
指
定
管
理
と
な
っ
た
五
日
市
セ
ン
タ

ー
と
同
じ
業
者
で
す
が
、
問
題
な
ど
が
起

き
た
と
き
の
対
応
は
？

問
題
が
な
い
よ
う
に
協
議
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

５
年
間
運
営
を
任
せ
る
こ
と
に
な
る
が
、

経
営
内
容
の
実
績
な
ど
の
検
証
は
行
い
ま

す
か
？

半
年
に
１
度
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

必
要
が
あ
れ
ば
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

05 ギカイの時間



平成25年度予算案をチェック□

ギカイの時間 06

市長から平成25年度の予算案が提案されたの
で、３月18日・21日の２日間、予算特別委員
会を開催し、皆さんから納めていただいた税
金の使い道を審査しました。その結果、全て
の予算案が提案どおり可決され、平成25年度
の税金の使い道が決まりました。その中から
主な事業を左ページで紹介します。

税金の使い道が決まりました。

一般会計歳入

一般会計歳出

一般会計予算

総 額

299億1500万円

484億7344万1千円

会計別予算表

一般会計

特 別 会 計

２９９億１５００万円

国民健康保険
８９億１６１０万円

後期高齢者医療
１４億４８８３万８千円

介護保険
４７億３２６６万１千円

戸倉財産区
３３８９万３千円

下水道事業
３３億８７１１万円

テレビ共同受信事業
３９８３万９千円

市税 34.8％

都支出金
17.1％

地方交付税
13.7％

国庫支出金
12.8％

市債 10％

諸収入 3.2％

地方消費税交付金 2.4％
使用料及び手数料 1.4％

分担金及び負担金 1.2％
その他 3.4％

民生費 39.4％

教育費
12.6％

土木費
12.5％

衛生費
10％

総務費 9.2％

公債費 8.9％

消防費 3.9％
農林水産費 1.5％

議会費 1％ 商工費 0.8％
その他 0.2％

07 ギカイの時間

【事業名】
【事業費】
【内 容】

【事業名】
【事業費】
【内 容】

【事業名】
【事業費】
【内 容】

【事業名】
【事業費】
【内 容】

【事業名】

【事業費】
【内 容】

【事業名】
【事業費】
【内 容】

【事業名】

【事業費】
【内 容】

【事業名】

【事業費】
【内 容】

【事業名】
【事業費】
【内 容】

秋川渓谷観光推進事業
78万５千円
本市を訪れる人々に秋川

渓谷の魅力を伝え、秋川渓谷とい
う地域ブランドの確立を目指す。

生物多様性保全事業
800万円
豊かな自然環境を後世に

引き継ぐため、生物多様性地域戦
略を策定するとともに、保全を図
る。

学習等供用施設整備事業
5700万円
千代里会館の老朽化に対

応するため、改修工事を実施する。

ハザードマップ作成事業
278万７千円
土砂災害及び水害ハザー

ドを網羅した総合的な災害予想図
を作成し全戸配布する。

介護支援ボランティア・
ポイント事業

59万３千円
元気高齢者が介護老人福

祉施設でボランティア活動を行う
ことによって得たポイントを、交
付金に換金できる事業。

待機児童解消事業
１億7564万２千円
待機児童解消のため、定

員増を伴う五日市保育園の増改築
に対して補助金を交付する。

森ノ下地区防災公園
整備事業

３億7177万８千円
森ノ下公園及びその周辺

地区を防災活動拠点機能を有する
公園とするため、公園に接する用
地を買収する。

小中学校普通・特別教室
エアコン設置事業

６億6112万９千円
小中学校の全ての普通教

室及び特別教室にエアコンを設置
する。

国民体育大会開催事業
２億1272万９千円
スポーツ祭東京2013の

リハーサル大会及び本大会に係る
経費として、実行委員会への補助
金等を計上する。

石舟橋 トウキョウサンショウウオ 千代里会館

ハザードマップ 元気高齢者 五日市保育園

森ノ下公園 教室内のエアコン 自転車競技



反対賛成

平成25年度予算案をチェック□
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定例会最終日に、予算特別委員会で審査した
結果を岡野委員長が報告し、全会派が平成25
年度一般会計予算の内容について賛成・反対
の討論を行いました。討論の主な内容を掲載
します。

日本共産党
あきる野市議団
学校のエアコン設置・盆堀
地域の交通対策事業は評価
できる。今後、るのバスを
３台にし、利用しやすく改
善を求める。行財政改革と
して３年間に約１億円もの
補助金カット。いきいきセ
ンター温水プール冬季休業。
市民課の窓口業務・中央図書館増戸分室は、個人情
報を守るためにも行政改革の対象にすべきではない。
一方で、国民体育大会には、平成25年度までに約２
億1500万円持ち出し。開発に失敗した山林を買い戻
した31億円の借金に加え、郷土の恵みの森事業経費
に2600万円。旧秋川高校跡地の利用計画についても
見直すべき。武蔵引田駅区画整理事業は、一部見直
しも含め検討すべき。住民の暮らしや福祉・教育最
優先に税金を使うよう求め、反対する。

志清会
歳入については、市税収入
が104億円台の大変厳しい
見込みとなっている中、自
主財源の確保の取組みや、
公有財産台帳の整備、周辺
自治体と協力して徴収率の
向上に取組むことは評価し
たい。
歳出では、市営住宅建替事業、森ノ下地区防災公園
整備事業の経費が計上され、私立保育所の園舎建替
事業、国民体育大会開催事業に取組むほか小中学校
のエアコン設置事業など新たな取組みもあり、総額
300億円弱の予算の中によく配分されたことを高く
評価し、賛成討論とする。

このような理由で一般会計予算案に
賛成・反対しました。

山根議員市倉議員

賛成賛成

賛成賛成
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政和会
新年度予算総額は、299億
1500万円で、歳入の財源比
率は、自主財源が全体の42.
3％、依存財源は 57.7％で
ある。予算の半分以上であ
る依存財源については、市
債が、前年に比べ減額であ
ることは評価するが、この
中には臨時財政対策債が16億1135万５千円含まれ
ている。今後は地方債に依存する歳入確保は慎重に
考えるよう要望する。
歳出では、新たな施策の、「コミュニテイ事業交付金」
や「あきる野の農と生態系を守り隊」は、市民生活
の利便性や豊かな農ある環境を保全できる効果が上
がると期待する。限られた予算枠の中で、効率的な
予算編成に最大限努力された職員のご苦労に敬意を
表し、本予算に賛成する。

公明党
平成25年度の一般会計予算
は、前年度比で 1.6％の減
であるが、主に、「小中学校
のエアコン設置」をはじめ
「介護ボランティア・ポイン
ト制度」や「成年後見制度
推進機関の設置」、更には
「地域活性化協働センター
の設置」など、苦しい中でも多様な市民要望にしっ
かりと向き合った予算編成であると評価する。
防災・減災対策では、社会資本の老朽化対策として、
速やかな整備計画と、防災・安全交付金などを活用
した整備事業の推進。更には、防災計画に女性の視
点が反映されるよう求める。
景気回復に向けた明るい兆しも見られるが、市民が
安心して生活できるよう、堅実な行政運営に努めて
いただくことをお願いし、賛成討論とする。

細谷議員田中議員

新風会
限りある財源の中で、超高
齢社会への対応や環境保全、
観光振興、教育環境整備な
どの取組みが盛り込まれた
予算となっている。主な評
価施策としては、五日市出
張所に地域活性化協働セン
ターが新設され「秋川渓谷」
を軸に地域の魅力を積極的に発信してゆく姿勢がみ
られること、成年後見制度の推進機関の設置、「介護
ボランティア・ポイント制度」の導入、南小宮の市
営住宅建設の開始、農作物への獣害対策として狩猟
免許の取得・更新時の支援、林業振興の継続、戸倉
小学校の統合、小中学校冷房化の実施、交通不便地
域での新たな交通システムの導入などがあげられる。
市民要望を取り入れた予算編成を高く評価し賛成討
論とする。

民主党
歳入は、市民税の徴収率や
繰越金等の見込み額に多少
疑問もあるが、東京都の市
町村総合交付金の増額努力
もあり、総体的に無難な歳
入確保の予算編成と言える。
歳出は、数年来要望してき
た千代里会館改修工事費 5
700万円、学童クラブ運営費533万円の増、南秋留
児童館の第２学童クラブ改修工事設計費の計上、阿
伎留医療センターの本市負担金5000万円の減額、
小中学校全教室のエアコン設置費計上等は評価する。
ただし、国民体育大会開催経費で本市が負担する１
億1000万円は、本来東京都が負担すべきものと考
えている。しかし、大方の予算計上項目には納得で
きるものであるため、平成25年度一般会計予算案
に賛成する。

奥秋議員中村議員



福 祉

ギカイの時間 10

質
問
議
員

名
質
問

項
目

皆
さ
ん
の
生
活
に
か
か
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ

い
て
、
市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行

い
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
あ
な
た
の
生
活

に
か
か
わ
る
内
容
は
あ
り
ま
す
か
？

一
般
質
問
と
は
？

自
殺
予
防
対
策
に
つ
い
て

我
が
国
の
年
間
自
殺
者
数
は
、

金
融
危
機
の
１
９
９
８
年
以
来

14
年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
て

お
り
、
憂
慮
す
べ
き
課
題
で
あ

る
。
そ
こ
で
以
下
伺
う
。

本
市
の
自
殺
者
数
の
推
移
は
。

平
成
20
年
が
17
人
、
21
年
が
14

人
、
22
年
が
19
人
、
23
年
が
17

人
と
な
っ
て
い
る
。

市
内
で
の
自
殺
の
要
因
、
発
生

時
期
、
発
生
場
所
な
ど
検
証
し

た
こ
と
は
。

市
内
で
の
自
殺
の
要
因
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
内

閣
府
に
よ
る
全
国
的
な
デ
ー
タ

で
は
、健
康
問
題
48
％
、経
済
・

生
活
問
題
23
％
、
家
庭
問
題
15

％
、
勤
務
問
題
９
％
と
な
っ
て

い
る
。

検
証
し
た
上
で
、
本
市
の
実
態

に
即
し
た
強
化
月
間
の
設
定
を

し
て
は
ど
う
か
。

本
市
に
お
い
て
傾
向
的
に
顕
著

な
月
が
あ
れ
ば
、
考
え
た
い
。

市
民
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
サ
イ
ン
を
キ

ャ
ッ
チ
す
る
た
め
、
全
職
員
等

に
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
を
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

相
談
窓
口
と
な
る
障
害
者
支
援

課
等
で
は
、
精
神
保
健
福
祉
士

の
資
格
を
持
っ
た
職
員
が
相
談

に
当
た
っ
て
い
る
が
、
西
多
摩

保
健
所
と
も
調
整
し
、
そ
の
他

の
職
員
へ
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

他
に
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

普
及
、
リ
ハ
ビ
リ
難
民
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

内閣府ホームページから
増﨑 俊宏議員

18

44

観 光

福 祉

11 ギカイの時間

あ
き
る
野
市
観
光

推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

市
で
は
、
地
域
経
済
の
振
興
と

し
て
、
観
光
産
業
に
力
を
入
れ

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る

が
、
今
ま
で
の
取
組
み
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
以
下
伺
う
。

平
成
25
年
度
ま
で
の
３
年
間
を

重
点
施
策
の
取
組
み
と
し
て
い

る
が
、
今
ま
で
の
主
な
取
組
み

内
容
は
。

観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
及
び
観
光
Ｐ

Ｒ
ツ
ア
ー
の
実
施
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
や
、
観
光
推
進
協

議
会
な
ど
と
連
携
し
、
景
観
づ

く
り
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
な
ど
に
取
組
ん
だ
。

施
政
方
針
で
、「
地
域
活
性
化

協
働
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
市

民
、団
体
、事
業
者
と
協
働
し
、

役
割
を
補
完
し
な
が
ら
郷
土
の

財
産
を
活
用
し
、
秋
川
渓
谷
の

観
光
発
展
に
取
組
む
」
と
あ
る

が
、ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

地
域
活
性
化
協
働
セ
ン
タ
ー
を

活
動
拠
点
と
し
、
秋
川
渓
谷
や

郷
土
の
文
化
に
関
す
る
現
状
調

査
や
分
析
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
開
発
、

情
報
発
信
、
戸
倉
小
学
校
の
活

用
な
ど
、
多
様
で
多
角
的
な
活

動
を
地
域
と
協
働
で
進
め
て
行

き
「
東
京
の
ふ
る
さ
と
あ
き
る

野
」
の
実
現
に
向
け
、
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
組
む
。

他
に
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

岡野 悦史議員

福
祉
に
つ
い
て

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
泊
り
版
、

お
泊
り
デ
イ
を
開
始
し
て
い
る

事
業
者
を
、
市
は
ど
う
考
え
て

い
る
か
。

介
護
保
険
法
外
の
自
主
事
業
で
、

市
と
し
て
も
東
京
都
が
定
め
る

独
自
の
基
準
に
則
し
て
指
導
し

て
い
き
た
い
。

胃
ろ
う
造
設
者
の
介
護
老
人
福

祉
施
設
へ
の
申
込
み
が
増
加
し

て
い
る
と
聞
く
が
把
握
し
て
い

る
か
。

市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

調
査
で
は
、
３
月
１
日
現
在
、

48
人
と
な
っ
て
い
る
。

要
介
護
度
が
、
実
状
に
比
べ
低

く
出
る
傾
向
が
あ
る
と
聞
く
が
、

認
定
審
査
会
で
は
配
慮
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

認
定
は
、
要
介
護
認
定
等
基
準

時
間
に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
、

一
人
ひ
と
り
の
身
体
状
況
な
ど

を
考
慮
し
、
審
査
し
て
い
る
。

成
年
後
見
制
度
は
、
任
意
後
見

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
民
後
見
人
の
養
成
と
合
わ
せ

市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

任
意
後
見
は
成
年
後
見
制
度
と

合
わ
せ
て
推
進
す
る
。
市
民
後

見
人
養
成
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
や

状
況
を
把
握
し
検
討
し
て
い
く
。

あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
事
業
」
は
、
市
が
も
っ

と
テ
コ
入
れ
す
べ
き
だ
と
思
う

が
ど
う
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
努
め
た
い
。
適
正
な
補
助

金
額
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き

続
き
検
討
し
て
い
く
。

村木 英幸議員



環 境

全 般

ギカイの時間 12

ミ
ゾ
ゴ
イ
営
巣
の

環
境
破
壊
に
つ
い
て

深
沢
川
の
渓
流
保
全
工
事
で
、

数
百
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
て
き

た
植
生
が
消
滅
し
、
樹
齢
数
百

年
の
ケ
ヤ
キ
な
ど
落
葉
樹
が
伐

採
さ
れ
、
ミ
ゾ
ゴ
イ
を
は
じ
め

日
本
在
来
の
多
く
の
生
物
の
す

み
か
が
奪
わ
れ
た
。

今
後
の
工
事
の
継
続
性
は
。

平
成
25
年
度
は
、
24
年
度
に
施

工
し
た
箇
所
よ
り
上
流
を
実
施

す
る
。

自
然
環
境
破
壊
の
事
実
に
対
す

る
考
え
方
は
。

砂
防
工
事
と
自
然
環
境
が
共
生

で
き
る
よ
う
な
調
査
を
東
京
都

に
依
頼
し
て
い
る
。

今
後
は
個
人
か
ら
の
要
望
に
よ

り
工
事
を
施
工
す
る
の
か
。

流
水
を
阻
害
す
る
要
因
を
排
除

す
る
こ
と
が
砂
防
の
目
的
で
、

東
京
都
の
調
査
結
果
に
阻
害
要

因
が
あ
れ
ば
工
事
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
う
。

工
事
と
生
物
多
様
性
地
域
戦
略

計
画
の
策
定
と
の
整
合
は
。

人
と
自
然
と
の
共
生
に
お
い
て
、

生
物
多
様
性
地
域
戦
略
を
作
成

し
、
24
年
度
に
準
備
を
し
25
年

度
に
向
け
て
成
し
遂
げ
て
い
く
。

生
物
多
様
性
と
は
具
体
的
に
ど

う
す
る
こ
と
か
。

本
市
の
豊
か
な
自
然
を
人
間
の

生
活
の
中
で
考
え
て
い
く
。
幅

広
い
意
見
を
伺
い
独
自
の
戦
略

を
作
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。

他
に
平
成
25
年
度
施
政
方
針
、

戸
倉
財
産
区
会
館
、る
の
バ
ス
、

救
急
医
療
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 清水 晃議員

一
般
質
問
の
そ
の
後
に
つ
い
て

こ
の
４
年
間
の
一
般
質
問
で
検

討
・
実
施
を
約
束
し
た
事
項
の

状
況
と
経
過
を
伺
う
。

特
定
健
診
と
ガ
ン
検
診
の
同
時

検
診
で
受
診
率
の
変
化
は
。

平
成
20
年
度
の
受
診
率
は
43
・

１
％
で
24
年
度
の
現
状
で
は
46
・

４
％
と
向
上
し
て
い
る
。

特
定
保
健
指
導
参
加
者
の
生
活

改
善
の
成
果
は
。

参
加
率
は
20
年
度
が
32
・
５
％

で
23
年
度
は
25
・
２
％
と
向
上

し
て
い
な
い
。

森
林
を
利
用
す
る
人
達
の
た
め

の
「
ト
レ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
」
設

置
を
検
討
し
た
か
。

具
体
的
な
検
討
は
し
て
な
い
。

都
道
１
６
９
号
線
秋
川
沿
い
部

分
の
か
さ
上
げ
要
望
の
対
応
は
。

東
京
都
で
は
、
圏
央
道
あ
き
る

野
イ
ン
タ
ー
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る

た
め
、
実
施
設
計
の
段
階
で
詳

細
な
検
討
を
行
う
と
の
こ
と
。

児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
の
た

め
学
力
向
上
委
員
会
を
設
置
し
、

改
善
方
法
を
授
業
改
善
推
進
プ

ラ
ン
に
反
映
さ
せ
た
か
。

24
年
11
月
ま
で
に
授
業
改
善
推

進
プ
ラ
ン
を
見
直
し
、
授
業
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

い
じ
め
問
題
で
保
護
者
間
の
話

し
合
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
象
の
講
習

会
が
実
施
さ
れ
、
学
校
と
の
共

通
認
識
は
高
め
ら
れ
た
か
。

い
じ
め
問
題
に
対
し
て
意
識
が

高
ま
っ
た
か
と
い
う
よ
う
な
調

査
は
、
行
っ
て
い
な
い
。

中村 雅一議員

観 光

開 発

13 ギカイの時間

環
境
施
策
と
観
光
施
策
の

連
動
に
つ
い
て

平
成
25
年
度
施
政
方
針
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
環
境
施

策
と
観
光
施
策
を
連
動
さ
せ
、

地
域
活
性
化
の
相
乗
効
果
を
高

め
て
い
く
と
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
西
部
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
伺
う
。

蛍
の
時
期
に
は
、
養
沢
川
に
沿

っ
て
「
ほ
た
る
バ
ス
」
を
運
行

さ
せ
、
訪
れ
る
方
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
い
て
は
ど
う
か
。

環
境
都
市
あ
き
る
野
に
ふ
さ
わ

し
い
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て

の
可
能
性
が
あ
る
。
小
宮
地
区

の
活
性
化
と
秋
川
渓
谷
観
光
ま

ち
づ
く
り
の
事
業
化
に
つ
な
が

る
の
で
、
実
現
に
向
け
た
仕
組

み
づ
く
り
に
着
手
す
る
。

小
宮
ふ
る
さ
と
体
験
学
校
の
利

用
状
況
と
、
小
宮
地
域
と
協
働

の
活
動
に
つ
い
て
の
今
後
の
方

向
性
は
。

自
然
体
験
は
24
年
５
月
か
ら
25

年
２
月
末
ま
で
に
市
内
外
の
小

学
校
な
ど
28
団
体
、
２
３
３
２

人
が
利
用
し
た
。
地
元
と
は
、

秋
川
漁
業
協
同
組
合
と
の
連
携

で
マ
ス
釣
り
、
ふ
る
さ
と
工
房

で
の
紙
す
き
体
験
、
森
づ
く
り

と
し
て
の
草
刈
り
体
験
、
森
の

散
策
ガ
イ
ド
、
清
掃
や
お
弁
当

の
受
注
、
福
島
の
子
ど
も
の
受

け
入
れ
な
ど
を
展
開
。
今
後
も

地
域
と
協
力
し
な
が
ら
発
展
的

な
学
校
運
営
に
努
め
た
い
。

他
に
、子
育
て
支
援
策
の
推
進・

循
環
型
社
会
の
形
成
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

田中 千代子議員

武
蔵
引
田
駅
周
辺

区
画
整
理
に
つ
い
て

武
蔵
引
田
駅
周
辺
区
画
整
理
の

計
画
は
、
進
ま
な
い
ま
ま
13
年

が
経
過
し
て
い
る
。
計
画
当
初

と
は
経
済
、
世
帯
状
況
な
ど
が

変
化
し
て
い
る
。

東
京
都
等
と
の
協
議
が
続
い
て

い
る
の
に
計
画
が
進
ま
な
い
の

は
な
ぜ
か
。

人
口
減
少
傾
向
に
よ
り
、
国
や

東
京
都
が
市
街
化
区
域
の
拡
大

に
消
極
的
で
あ
り
、
ま
た
農
業

振
興
地
区
の
解
除
が
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

駅
北
側
で
は
、
土
壌
の
問
題
も

あ
り
、
下
水
道
の
早
期
敷
設
を

望
む
声
が
強
い
。
区
画
整
理
の

計
画
に
合
う
形
で
先
行
実
施
で

き
な
い
か
。

道
路
予
定
地
に
は
住
宅
が
建
っ

て
お
り
、
仮
換
地
が
必
要
に
な

る
。
既
設
道
路
に
下
水
管
を
入

れ
れ
ば
後
か
ら
入
れ
る
管
と
の

整
合
性
が
難
し
い
。
雑
排
水
の

件
で
は
不
便
を
か
け
心
が
痛
む

が
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
い

た
だ
き
た
い
。

計
画
の
実
施
時
期
や
計
画
の
見

直
し
な
ど
、
明
確
に
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

農
政
部
局
と
の
調
整
は
難
し
い

が
、
行
政
力
を
発
揮
し
て
進
め

た
い
。
ま
た
、
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
変
更
は
な
く
、

一
日
も
早
く
事
業
を
進
め
た
い
。

他
に
五
日
市
セ
ン
タ
ー
の
入
浴

施
設
、
給
食
の
放
射
性
物
質
測

定
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

たばた あずみ議員



環 境

全 般

ギカイの時間 14

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
新
炉
に
伴
う

収
集
方
法
に
つ
い
て

平
成
26
年
度
か
ら
の
、
ガ
ス
化

溶
融
炉
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
開
始

に
当
た
り
以
下
質
問
す
る
。

24
年
６
月
議
会
の
質
問
で
は
、

詳
細
に
つ
い
て
検
討
中
と
の
答

弁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
な
検
討
が
さ
れ
た
か
。

ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

が
可
燃
ご
み
と
な
る
こ
と
で
大

筋
協
議
が
整
っ
て
お
り
、
24
年

度
中
に
ま
と
め
た
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
方
法
は
、

資
源
ご
み
と
一
緒
に
回
収
す
る

よ
う
求
め
て
き
た
が
、
今
後
の

収
集
方
法
は
。

28
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
の

整
備
に
伴
い
、
戸
別
収
集
も
可

能
の
方
向
で
、
今
後
、
運
用
方

法
等
協
議
し
て
い
く
。

有
害
ゴ
ミ
袋
を
縮
小
し
、
取
手

を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
配
布
場
所
の
周
知
方
法
の

改
善
は
で
き
な
い
か
。

形
状
改
善
は
、
町
内
会
・
自
治

会
か
ら
の
声
も
確
認
し
、
必
要

に
応
じ
対
応
し
て
い
く
。
配
布

場
所
は
、
見
直
し
や
周
知
方
法

を
検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

住
民
説
明
会
は
ど
の
よ
う
に
行

う
予
定
か
。

町
内
会
・
自
治
会
連
合
会
と
そ

の
方
法
等
に
つ
い
て
調
整
中
で

あ
る
。

他
に
生
活
保
護
費
引
き
下
げ
に

よ
る
影
響
と
対
策
に
つ
い
て
質

問
し
た
。

山根 トミ江議員

安
心
安
全
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
あ
き

る
野
市
総
合
計
画
の
実
施
計
画

が
、
今
ま
で
示
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
な
ぜ
か
。
ま
た
、
今
後
、

市
民
・
議
会
へ
の
提
示
は
あ
る

の
か
。

厳
し
い
経
済
情
勢
な
ど
で
、
総

合
的
な
施
策
展
開
を
行
う
財
源

配
分
が
不
可
能
と
な
っ
た
た
め
。

現
在
、
平
成
25
年
度
当
初
予
算

を
反
映
さ
せ
た
実
施
計
画
の
取

り
ま
と
め
を
進
め
て
お
り
、
策

定
で
き
し
だ
い
公
表
し
た
い
。

小
中
学
校
の
体
罰
調
査
を
行
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
結
果
と

し
て
体
罰
は
あ
っ
た
の
か
。

２
月
に
実
施
し
た
体
罰
調
査
に

つ
い
て
は
現
在
も
調
査
中
で
あ

る
が
、
24
年
度
は
、
既
に
２
件

体
罰
事
故
と
し
て
東
京
都
教
育

委
員
会
に
報
告
し
て
い
る
。

体
罰
等
の
問
題
提
起
が
あ
っ
た

時
の
対
応
・
対
処
に
つ
い
て
、

ど
の
様
に
判
断
し
結
論
付
け
て

い
る
の
か
。

校
長
、
副
校
長
、
教
育
委
員
会

で
事
実
確
認
を
し
、
教
育
委
員

会
で
最
終
判
断
を
し
て
い
る
。

体
罰
等
の
問
題
で
、
市
民
に
疑

念
を
持
た
れ
な
い
た
め
に
も
、

体
罰
か
指
導
か
の
判
断
を
ゆ
だ

ね
る
第
三
者
委
員
会
設
置
を
検

討
で
き
な
い
か
。

外
部
委
員
を
含
め
た
事
故
調
査

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

澤井 敏和議員

文 化

教 育

15 ギカイの時間

郷
土
芸
能
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

本
市
は
農
村
歌
舞
伎
を
は
じ
め
、

お
囃
子
や
神
楽
、
獅
子
舞
に
棒

使
い
な
ど
、
都
内
で
も
ひ
と
き

わ
、
多
彩
な
郷
土
芸
能
が
息
づ

い
て
い
る
街
で
あ
り
、
こ
れ
は

郷
土
が
誇
る
財
産
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
伝
統
文
化
を
守
り
、

後
世
に
受
け
継
い
で
い
く
と
共

に
、
観
光
振
興
に
も
結
び
付
け

て
い
く
観
点
か
ら
、
平
成
27
年

の
市
制
施
行
20
周
年
に
合
わ
せ

「
東
京
の
ふ
る
さ
と
郷
土
芸
能

輝
く
ま
ち
宣
言
」
の
よ
う
な
都

市
宣
言
を
行
う
こ
と
を
検
討
し

て
は
ど
う
か
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

本
市
に
は
、
素
晴
ら
し
い
地
域

ご
と
の
祭
り
が
あ
る
。
多
く
の

人
た
ち
が
絆
を
大
切
に
し
、
地

域
を
大
事
に
し
て
、
郷
土
愛
を

持
っ
て
作
り
上
げ
て
き
た
自
分

た
ち
の
生
き
様
や
文
化
、
そ
こ

に
根
付
い
て
い
る
の
が
郷
土
芸

能
で
あ
り
、
郷
土
芸
能
を
持
つ

喜
び
を
感
じ
て
い
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
う
。
郷
土
芸
能
が

担
っ
て
き
た
役
割
は
非
常
に
大

き
い
と
思
う
し
、
は
や
り
も
の

で
は
な
く
、
伝
統
的
な
も
の
を

残
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
の
で
、
市
制
施
行
20
周
年

に
合
わ
せ
、「
東
京
の
ふ
る
さ

と
郷
土
芸
能
輝
く
ま
ち
宣
言
」

を
、
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
ら

良
い
と
思
う
。
十
分
に
検
討
さ

せ
て
頂
き
た
い
。

他
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
元
気
な
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
の
育
成
・
奨
励
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

子籠 敏人議員

指
定
学
校
変
更
制
度
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
児
童
・
生
徒
の
指

定
学
校
変
更
の
取
扱
い
に
関
す

る
要
綱
に
基
づ
き
、
指
定
学
校

の
変
更
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
市
民
と
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
本
市

に
と
っ
て
、
指
定
学
校
変
更
制

度
は
、
防
災
活
動
や
地
域
活
動

の
際
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携

が
取
り
に
く
く
、
そ
の
活
動
を

困
難
に
し
て
い
る
と
い
う
側
面

が
あ
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、

こ
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

こ
の
制
度
は
、
児
童
・
生
徒
の

転
居
、
健
康
・
安
全
配
慮
、
特

別
支
援
な
ど
、
特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
と
、
隣
接
通
学
区
域

を
理
由
と
す
る
場
合
に
、
指
定

学
校
の
変
更
を
承
諾
す
る
も
の

で
、
児
童
・
生
徒
及
び
保
護
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を
考
慮
す

る
と
必
要
な
制
度
で
あ
る
。
し

か
し
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携

が
取
り
づ
ら
い
と
い
う
指
摘
も

あ
り
、
現
行
の
制
度
に
は
一
長

一
短
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

制
度
開
始
か
ら
10
年
を
経
過
し

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

を
総
括
し
た
上
で
、
学
校
と
地

域
の
連
携
強
化
、
災
害
時
の
安

全
確
保
な
ど
、
社
会
状
況
や
学

校
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
度
中
に

検
討
し
て
い
く
。

他
に
市
制
20
周
年
、
児
童
館
・

学
童
ク
ラ
ブ
の
民
営
化
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

堀江 武史議員



道 路

環 境

ギカイの時間 16

屋根に太陽光発電パネル

秋
３
・
４
・
６
号
線
沿
道
の

生
活
環
境
に
つ
い
て

あ
き
る
野
市
土
地
利
用
方
針
で

の
「
実
現
化
に
向
け
た
取
り
組

み
」
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
地
区

計
画
等
を
活
用
し
た
土
地
利
用

の
誘
導
を
図
り
、
生
活
利
便
機

能
の
増
進
と
後
背
地
に
お
け
る

住
宅
等
と
調
和
し
た
沿
道
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

一
般
道
伊
奈
福
生
線
（
草
花
地

区
）
道
路
整
備
事
業
に
伴
い
平

成
23
年
６
月
22
日
に
説
明
会
が

開
催
さ
れ
た
が
、
事
業
の
進
捗

状
況
は
。
ま
た
、
具
体
的
な
土

地
利
用
案
は
あ
る
か
。

25
年
２
月
末
現
在
で
用
地
買
収

取
得
率
は
約
22
％
。
ま
た
、
土

地
利
用
は
地
権
者
や
地
域
住
民

の
意
向
を
踏
ま
え
地
区
計
画
を

ま
と
め
て
い
き
た
い
。

瀬
戸
岡
・
御
堂
橋
東
側
市
街
化

調
整
区
域
の
農
地
は
、
土
地
利

用
の
観
点
か
ら
開
発
的
な
事
業

が
起
こ
る
可
能
性
は
。

公
共
、
公
益
性
の
建
築
物
と
い

っ
た
事
業
は
、
農
地
転
用
の
担

当
部
局
と
調
整
を
図
り
、
立
地

は
可
能
だ
と
思
っ
て
い
る
。

雨
間
立
体
交
差
や
草
花
大
橋
の

整
備
に
伴
う
車
の
通
行
量
増
加

予
測
と
対
策
は
。

雨
間
立
体
交
差
は
25
年
度
の
交

通
開
放
を
目
指
し
、秋
３・３
・

９
の
完
成
に
よ
り
、
周
辺
道
路

の
混
雑
緩
和
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

細谷 功議員

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
屋
根
で
太
陽
光
発

電
事
業
を
行
う
「
屋
根
貸
し
発

電
事
業
」
の
実
施
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
は
。

市
で
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る

地
球
温
暖
化
地
域
推
進
計
画
に

お
い
て
、
屋
根
貸
し
を
有
効
な

手
段
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け

る
予
定
。
公
共
施
設
で
の
屋
根

貸
し
に
よ
る
発
電
実
施
に
つ
い

て
は
、
公
共
施
設
の
構
造
や
各

メ
ー
カ
ー
の
開
発
状
況
な
ど
の

情
報
収
集
を
行
い
、
調
査
・
研

究
を
進
め
る
。

福
島
第
一
原
発
の
事
故
以
来
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

が
重
要
と
考
え
る
。
平
成
25
年

度
の
施
政
方
針
の
中
に
、
森
や

川
等
の
自
然
環
境
に
つ
い
て
は

述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
環
境
問
題
に
つ
い

て
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
と
受

け
取
っ
た
。
改
め
て
こ
の
問
題

に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

地
球
温
暖
化
は
、
ゆ
ゆ
し
き
問

題
で
あ
り
、
私
た
ち
が
豊
か
な

生
活
を
求
め
、
森
林
を
伐
採
し

て
き
た
大
き
な
ツ
ケ
が
回
っ
て

き
て
い
る
。
多
く
の
二
酸
化
炭

素
の
排
出
に
よ
り
、
森
に
棲
ん

で
い
た
多
く
の
生
物
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

を
、
非
常
に
寂
し
い
思
い
で
聞

い
て
お
り
、
市
と
し
て
も
こ
う

い
う
問
題
に
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

合川 哲夫議員

福 祉

医 療

17 ギカイの時間

孤
独
死
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な

体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

立
川
市
等
で
孤
独
死
が
起
こ
り

社
会
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
乳
酸
飲
料
配
布
な
ど

で
地
域
の
見
守
り
活
動
が
さ
れ

て
い
る
。
地
域
の
見
守
り
を
す

る
民
生
委
員
、
ふ
れ
あ
い
福
祉

委
員
、
町
内
会
役
員
の
負
担
は

大
き
く
大
変
で
あ
る
。
立
川
市

で
は
、
副
市
長
を
責
任
者
と
し

て
対
策
室
を
発
足
さ
せ
日
常
生

活
の
状
況
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
本
市
で
も
対
策
室
を
つ
く

り
、
市
全
体
で
孤
独
死
の
対
策

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

本
市
で
は
、
健
康
福
祉
部
を
中

心
と
し
て
、高
齢
者
支
援
課
や
、

民
生
委
員
の
場
合
に
は
生
活
福

祉
課
な
ど
が
関
係
機
関
と
連
携

し
、実
態
調
査
等
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
孤
独
死
が
全
国
的
に
社

会
問
題
化
し
て
き
た
こ
と
を
受

け
、
高
齢
者
見
守
り
事
業
も
始

め
て
い
る
。
や
は
り
孤
独
死
を

防
ぐ
に
は
、
地
域
の
目
が
必
要

で
あ
り
、
市
民
と
の
協
働
で
見

守
っ
て
い
く
こ
と
が
絶
対
に
必

要
と
考
え
て
お
り
、
市
の
内
部

に
対
策
室
を
置
く
と
い
う
よ
り

は
、
市
で
行
っ
て
い
る
見
守
り

事
業
を
よ
り
多
く
の
高
齢
者
に

利
用
し
て
頂
き
、
拡
大
し
て
い

く
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

他
に
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
の
通

年
開
設
を
求
め
る
こ
と
、
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
場
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
し
た
。 戸沢 弘征議員

阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て

公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、

同
じ
公
立
で
あ
る
青
梅
総
合
病

院
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

青
梅
総
合
病
院
は
ベ
ッ
ド
数
が

５
０
８
で
、
常
勤
医
師
が
１
１

４
人
、
看
護
師
が
４
３
６
人
、

病
床
利
用
率
は
80
％
以
上
で
黒

字
経
営
が
続
い
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
に
つ
い

て
伺
う
。

青
梅
総
合
病
院
と
規
模
の
違
い

は
あ
る
が
、
阿
伎
留
医
療
セ
ン

タ
ー
の
常
勤
医
師
数
と
看
護
師

数
、
１
日
当
た
り
の
外
来
人
数

と
病
床
利
用
率
、
ま
た
現
在
ま

で
の
累
積
欠
損
金
と
年
間
赤
字

分
の
本
市
か
ら
の
繰
入
金
は
い

く
ら
に
な
る
の
か
。

平
成
25
年
３
月
現
在
で
医
師
数

は
49
人
、
正
看
護
師
１
９
４
人
、

准
看
護
師
１
人
。
24
年
度
外
来

診
察
人
数
は
、
１
日
当
た
り
６

８
１
人
、
病
床
利
用
率
は
67
・

２
％
を
見
込
ん
で
い
る
。
累
積

欠
損
額
は
、
23
年
度
決
算
額
で
、

60
億
３
７
５
８
万
９
０
０
０
円

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
減
価
償

却
費
等
の
現
金
支
出
を
伴
わ
な

い
費
用
と
し
て
52
億
６
３
１
９

万
２
０
０
０
円
あ
る
。
な
お
、

赤
字
分
の
繰
入
金
は
な
い
。
分

担
金
と
し
て
構
成
市
町
村
の
総

額
で
24
年
度
決
算
見
込
み
９
億

８
９
４
９
万
８
０
０
０
円
と
な

る
。

野村 正夫議員
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獣
害
防
止
対
策
事
業
に

つ
い
て

「
あ
き
る
野
の
農
と
生
態
系
を

守
り
隊
」
を
発
足
さ
せ
狩
猟
免

許
取
得
者
等
の
支
援
を
す
る
と

の
事
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
取

組
み
内
容
は
。

支
援
の
内
容
と
し
て
は
、
新
し

い
銃
所
持
免
許
取
得
希
望
者
に

対
し
、
教
習
射
撃
・
猟
銃
免
許

講
習
費
用
や
狩
猟
免
許
保
有
者

の
更
新
時
の
診
断
書
費
用
、
技

能
教
習
費
用
、
さ
ら
に
活
動
の

際
の
保
険
費
用
な
ど
の
支
援
も

行
っ
て
い
く
。

猟
銃
所
持
許
可
申
請
に
必
要
な

技
能
講
習
が
、
平
成
26
年
12
月

３
日
ま
で
の
間
、
有
害
鳥
獣
駆

除
従
事
者
に
限
り
、
免
除
に
な

る
と
の
こ
と
だ
が
、
奥
多
摩
、

青
梅
、
五
日
市
、
檜
原
の
各
東

京
都
猟
友
会
支
部
長
は
、
各
市

町
村
長
あ
て
に
免
除
要
請
を
行

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
施

さ
れ
て
い
な
い
と
の
事
で
あ
る
。

高
齢
化
に
よ
る
後
継
者
問
題
が

深
刻
な
中
、
手
厚
い
対
策
を
取

る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
と
し
て
も
十
分
に
認
識
し
て

い
る
の
で
、
後
継
者
の
確
保
に

向
け
て
猟
友
会
の
活
動
を
市
の

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
ほ
か
、
大
学
の
狩
猟
部
の

部
員
及
び
Ｏ
Ｂ
な
ど
に
勧
誘
を

働
き
か
け
る
な
ど
、
新
た
に
会

員
と
な
れ
る
人
材
の
発
掘
に
努

め
て
い
く
。

他
に
森
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

奥秋 利郎議員

教
育
行
政
に
つ
い
て

安
倍
政
権
で
は
教
育
再
生
を
経

済
再
生
と
並
ぶ
最
重
要
課
題
と

し
て
「
教
育
再
生
実
行
会
議
」

を
立
ち
上
げ
た
。
会
議
で
は
「
い

じ
め
・
体
罰
」
や
「
小
・
中
・

高
・
大
学
校
、
６
・
３
・
３
・

４
制
」
の
見
直
し
が
話
し
合
わ

れ
て
い
る
。
当
市
教
育
委
員
会

で
は
既
に
、
こ
の
問
題
に
つ
い

て
真
剣
に
取
組
ん
で
い
る
と
承

知
し
て
い
る
が
、
以
下
に
つ
い

て
伺
う
。

当
市
の
小
中
一
貫
校
の
取
組
み

の
進
捗
状
況
は
。

小
中
一
貫
教
育
推
進
基
本
計
画

に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
は
中

学
校
区
ご
と
に
小
中
一
貫
教
育

推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
地
域

の
実
態
に
即
し
た
設
定
を
し
て

い
く
。
ま
た
、
通
学
区
域
の
見

直
し
を
図
り
、
26
年
４
月
か
ら

市
内
の
全
校
に
お
い
て
小
中
一

環
教
育
を
実
施
す
る
。
中
で
も

増
戸
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
地

理
的
条
件
を
最
大
限
に
生
か
し
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
取
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い

く
。

当
市
で
の
い
じ
め
の
状
況
は
。

各
学
校
で
は
、「
い
じ
め
に
つ

い
て
考
え
る
日
」
を
月
に
１
回

設
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み

を
し
て
お
り
、
継
続
的
に
粘
り

強
く
指
導
を
し
て
い
く
。

他
に
警
察
署
の
統
一
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

田野倉 由男議員

獣害にあった農作物

財 政

19 ギカイの時間

あ
き
る
野
市
指
定
管
理
者

制
度
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
産
業
、
福
祉
、
社

会
教
育
、
観
光
等
、
幅
広
く
市

内
の
公
共
施
設
に
お
い
て
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
市
の
行

財
政
改
革
に
貢
献
し
て
い
る
が
、

人
材
、
物
品
、
燃
料
等
市
内
業

者
か
ら
の
調
達
割
合
は
把
握
し

て
い
る
か
。

指
定
管
理
者
が
独
自
の
調
達
ル

ー
ト
を
活
用
し
経
費
を
削
減
す

る
経
営
的
側
面
が
あ
る
中
、
市

内
14
施
設
の
平
均
で
市
民
の
雇

用
で
は
約
９
割
、
物
品
の
購
入

で
は
約
７
割
、
燃
料
の
調
達
件

数
も
約
７
割
が
市
内
か
ら
の
調

達
と
な
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
に
移
行
す
る
と
、

今
ま
で
市
内
業
者
か
ら
調
達
し

て
い
た
も
の
が
、
市
外
の
業
者

へ
入
れ
替
わ
り
、
市
内
業
者
が

締
め
出
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
憂
慮
す
る
声
が
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
配
慮
す
る
考

え
は
な
い
か
。

現
在
市
内
か
ら
の
物
品
、
燃
料

の
調
達
に
関
し
て
、
指
定
管
理

者
を
選
定
す
る
際
の
評
価
項
目

に
は
な
い
。
地
域
活
性
化
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
今
後
指
定
管

理
者
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
評

価
項
目
の
中
に
物
品
、
燃
料
の

調
達
計
画
を
加
え
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
年

２
回
指
定
管
理
者
へ
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
し
、
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
き
た
い
。

他
に
あ
き
る
野
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
整
備
計
画
に
つ
い
て
、

地
域
活
性
化
協
働
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

市倉 理男議員

市内の体育施設

「
あ
き
る
野
市
議
会
だ
よ
り
」

デ
イ
ジ
ー
版
の
ご
案
内

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
等
に
、
市
議
会
の
活
動
状
況
を

お
伝
え
す
る
た
め
、「
ギ
カ
イ
の
時
間
」の
内
容
を
Ｃ
Ｄ
ー

Ｒ
に
音
声
収
録
し
た
デ
イ
ジ
ー
版
を
発
行
し
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
、
あ
き
る
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
あ
き
る
野
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。（
点
字
版
の
議
会
だ
よ
り
も
あ
り
ま
す
）

℡（
５
９
５
）
９
０
３
３

＊
な
お
、
図
書
館
（
東
部
・
中
央
・
五
日
市
）
に
も
設
置

し
て
い
ま
す
。

会
費
明
記
の
お
願
い

公
職
選
挙
法
で
議
員
か
ら
お
祝
い
を
贈
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
各
種
団
体
か
ら
の
案
内
で
会
費
が
必
要
な

場
合
は
、
案
内
状
に
会
費
を
明
記
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と
お
詫
び

第
70
号
の
Ｐ
６
で
「
盆
掘
」
は
、「
盆
堀
」
の
間
違
い
で
し

た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
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̶ 開かれた議会運営を目指し ̶

議会改革推進委員会の活動

議会改革の答申を具体的に実現するための
調査研究に関する報告書が、３月27日に議
会改革推進委員会委員長から議長に提出さ
れました。その概要をお知らせします。

議会活性化
に係る事項

市の財政状況を考慮したうえで、委員会中継を
めざす。

市の財政状況を考慮したうえで、調査・
研究を重ね、委員会中継をめざす。

議会基本条例の制定に向け今後検討する。 調査・研究をする。
夜間・休日の市議会開催は今後の課題とする。 費用対効果を勘案し、当面実施は見送る。
出前市議会報告会は希望者で実施する。 実施に向け検討する。

議会改革に
係る事項

議会だよりのカラー化、一般質問者の顔写真掲
載を検討する。

平成25年２月号からリニューアルに合
わせ実施した。

議会用語を分かりやすくするため適時改善を図
る。

議会だより等で適時改善を図っており、
今後も同様に努める。

政務調査費の効率的な支出のため、マニュアル
を作成する。

政務活動費マニュアルとして作成する。

議会運営に
係る事項

請願・陳情審査は、二元代表制のもと、主体的
に委員が判断する。委員全員が、審査終結の際
に見解と賛否を表明する。

議会改革検討委員会の答申を受け実施
している。

継続審査とした請願・陳情は、閉会中に調査・
研究し、次の定例会の委員会で採決出来るよう
努力する。

答申どおりとする。

前回定例会で結果の出ている陳情と同趣旨の陳
情の取り扱いについて見直す。

議会運営委員会でその都度協議する。

請願・陳情内容の項目が複数ある場合の採決方
法を検討する。

従来通り、項目ごとの採決は行わない。

陳情者が意見陳述を行う機会を設ける。 平成25年３月定例会から実施している。
申し合わせ
に係る事項

申し合わせ事項の改革・改善は適時、会派代表者
会議で協議・確認し議員全員協議会で決定する。

答申どおりとする。

その他議会
改革に関す
る事項

議員定数については、平成21年の市議会議員選
挙において３議席減員した経過もあり、今後引
き続き研究する。

答申どおりとする。

議員報酬については、特別職報酬等審議会に委
ねる。ただし、市議会議員が専門職として専念
できる生活が最低限保障されるべきである。

答申どおりとする。

区 分 答 申 内 容 検 討 結 果

町田議長 細谷委員長

市民との意見交換会
（議会改革推進委員会）

２月１日にリニューアルした議会だより第70号発
行に合わせ、議会だよりの駅頭配布を行いました。
これは議会だよりリニューアルと開かれた議会を
ＰＲするために実施したものです。当日は、武蔵
五日市駅、秋川駅、東秋留駅で議員が直接市民の
方へ議会だよりを手渡ししました。

議会だより駅頭配布

議会改革推進委員会では、平成24年第２回定例会
に「あきる野市議会議員の定数削減に関する陳情」
を提出された方々と、議員定数について意見交換
会を行いました。提出された陳情の内容は、現在
の議員定数21名を14名に削減するものでありま
したが、賛成する議員が少なかったため不採択と
なりました。しかし、その後発足した議会改革推
進委員会での検討課題となったため、議員定数の
調査研究の一環として、陳情者の方にお集まりい
ただきご意見を伺いました。

あきる野市、日の出町、檜原村で構成される秋川
流域市町村議会正副議長会主催の、議員による意
見発表会が２月14日に行われ、各議会２名の議員
が発表を行いました。本市議会からは、たばたあ
ずみ議員が「市民協働について考える」、増崎俊宏
議員が「青年の熱と力で歴史を創る」をテーマに
発表を行いました。

秋川流域市町村議会議員大会
（意見発表会）

議会改革の一環で、陳情を提出した方が、その陳
情の趣旨や思いを述べることができるようになり、
今定例会で初めて陳述が行われました。陳述が行
われた陳情は、「生活保護制度及び保護基準に関
する陳情書」で、福祉文教委員会で審査されまし
た。

陳情者からの陳述を実施

21 ギカイの時間

あきる野市議会活動レポート

福祉文教委員会
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【平成 25 年撮影】

【年代不詳】

古い東秋留橋は、コンクリートで大きなアーチを描いた形が特徴にな

っています。橋の下の河川道では散歩する人、川では釣りを楽しむ人

も見られます。現在の橋は、平成23年に新しく架け替えられました。古

い橋は再利用され歩道と自転車道が区分けされた道路となっています。

23 ギカイの時間

①西光寺
②橋北側交差点付近
③自転車道と歩道
④旧橋
⑤八重桜
⑥多摩川合流点距離
⑦河川沿いの道

①②

③④

⑤

⑦

⑥

参考文献：秋川の百年

請願・陳情の
提出方法

〈 請願 〉

○○○に関する請願（陳情）

１．趣旨
２．理由
紹介議員 ○○○○

平成 年 月 日
請願（陳情）者
住 所
氏 名 外 名
電話番号
あきる野市議会議長 ○○○○ 殿

○印

○印

６月定例会では５月27日（月）
までに提出された請願・陳情
を審査します。

市議会議員の紹介が必要です。
議長が受理し、各常任委員会に
付託され審査されます。議会最
終日に各常任委員長が審査結果
を報告し、採択・不採択を決定
します。

〈 陳情 〉
市議会議員の紹介は不要です。
取り扱いについては、請願と同
じです。

［ 書き方 ］

● 請願（陳情）の趣旨、理由につい
ては、できるだけ簡潔に書いてくだ
さい。また、場所などの表示が必要
なものは、図面を付けてください。

● ２名以上で請願（陳情）を行う場
合は、住所・氏名を書いた署名簿を
添えてください。なお、署名者がそ
の請願（陳情）の趣旨に賛同してい
ることがわかるように、各署名簿に
件名、趣旨、理由を記載してくださ
い。

［ 提出先 ］
あきる野市役所本庁舎６階の議会事
務局に、直接持参してください。
受付時間：平日８時30分～17時15分

詳しくは議会事務局までお問い合わ
せください。 ℡（558）1111
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